
第２学年国語科学習指導案 

単元名 

 フォトストーリーを作って紹介しよう～読み手に考えさせる文章を書く～ 

 

教材名 「小さな労働者」ラッセル・フリードマン 千葉茂樹・訳 (東京書籍「新しい国語２」)  

 

１ 単元について  

佐賀県の中学２年生の実態として，平成 23年度佐賀県小・中学校学習状況調査の結果から，「書く 

こと」について課題が多いことが分かった。特に「取り上げた事実や事柄，課題についての自分の考

えを明確にして書く」ことを問う設問の無解答率が他の設問の無解答率を大きく上回っており，自分

の考えの形成については，特に留意してその課題の解決に取り組む必要があると考える。 

 生徒は 1年生の「分かりやすく書こう」において，伝えたい事実や事柄を相手に報告したり，記録

したりするための書き方について学んでいる。また，「根拠を示して書こう」では，相手を説得するた

めの書き方について学習している。しかし，相手や目的に応じて自分の考えを表現する機会は実生活

の中で限られており，定着が難しい。 

本教材「小さな労働者」は，20世紀初めのアメリカにおいて活動したルイス・ハインという人物に

ついて書かれた文章である。過酷な労働を強いられていた子どもたちを救うためにハインが用いた表

現方法がフォトストーリーである。フォトストーリーとは写真と文章を効果的に組み合わせた表現方

法であり，画像と文字情報を目的に合わせて再構成したものである。ハインが自分の考えを社会に訴

える手段として写真と文字情報の効果的な組み合わせを工夫したことを学べる本教材は，相手や目的

に応じて自分の考えを伝えるための情報の伝え方について学習するために適した教材であると考える。  

そこで本単元では，「書くこと」の学習に重点をおき，画像と組み合わせる文字情報の効果的な書き

方を学ばせたい。社会生活の中から身近な問題について呼びかけるフォトストーリーを作ること(Ｂ書

くこと(2)イ)を言語活動として設定し，この言語活動を通して，日常生活や社会生活の中から課題を

見つけ，伝えたいことを相手に効果的に伝えるために表現を工夫しようとする態度や表現する能力を

身に付けさせることがねらいである。その際，スモールステップで学習活動を明確に示したワークシ

ート等の資料を用いることで，一人一人の言語能力に応じて言語活動を充実させるようにしたい。 

 

２ 単元の目標 

(1) フォトストーリーという表現方法に関心をもち，その方法を生かして自分の考えを書こうとする。 

(2) 自分の伝えたいことを相手に効果的に伝えるために表現を工夫して書くことができる。 

(3) 相手や目的に応じて文章の形態に違いがあることを理解して書くことができる。 

 

３ 単元の言語活動 

  本単元では「書くこと」の力を身に付けさせるために，学習指導要領「Ｂ書くこと」の(2)に位置付

けられている言語活動例の「イ 多様な考えができる事柄について，立場を決めて意見を述べる文章

を書くこと」を基に，フォトストーリーを言語活動として取り入れる。このことを通して，身近な問

題に目を向け，読み手に考えさせる文章を書く力を育てたい。 

 

 

 

 



４ 単元の評価規準  （  ）内は該当する指導事項等の記号 

国語への関心・意欲・態度 書く能力 
言語についての 

知識・理解・技能 

①フォトストーリーという表現

方法に関心をもち，その方法

を生かして自分の考えを書こ

うとしている。     

①自分の伝えたいことを相手に

効果的に伝えるために，写真

に組み合わせる文章を，読み

手に考えさせるように工夫し

て書いている。（ウ） 

①フォトストーリーという表現

方法の特徴を理解して書いて

いる。（イ(ｵ）） 

 

５ 指導と評価の計画(全４時間) 

次 時間 主な学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

一 １ １ これまで読んだフォトスト

ーリーを想起し，フォトストー

リーがどういうものかを確か

める。 

 

 

 

２ 教材文を読み，フォトストー

リーがどのようにして生まれ

たかを知り，写真と文章を組み

合わせた表現方法の効果につ

いて考える。 

 

 

３ ワークシート①にある４枚

の写真の中から１枚の写真を

選び，それに組み合わせる文章

を書いて読み手に考えさせた

いことを考えさせることがで

きたかどうかを確かめるモデ

ル学習を行う。 

 

４ 学習課題「フォトストーリー

を作って紹介し，読み手に考え

させる文章を書く力を付けよ

う」を設定する。 

 

○公害や環境問題などの社会

問題について訴えるフォト

ストーリーを数冊提示して，

写真と文章の組み合わせで

表現したものであることを

確かめさせる。 

 

○写真と文章が情報を補い

合って，読み手に具体的な

事実を直接的に伝えるこ

とで，事実の抱える問題に

気付かせ，考えさせる効果

があることを理解させる。 

 

○モデル学習を通して，自分

の書く力を認識させる。 

 

 

 

 

 

 

○学習計画表を配布し，単元

の学習に見通しをもたせる。 

 

 

 

 

 

 

二 

 

 

２ ５ 教材に取り上げられている

ハインのフォトストーリーを

分析し，文章の書き方とその効

○ハインが写真に組み合わ

せた文章を分析させ，表現

の工夫とその効果につい

 

 

 

［国語への関心・意

欲・態度］① 

ワークシート①，観察 



 

 

 

 

 

 

果について考え，交流する。 

 

 

６ ハインになったつもりで写

真に組み合わせる文章を書

き，表現の工夫について確か

める。 

 

７ 同じ写真を使っていなが

ら，文章の異なる２通りのフ

ォトストーリーを比べ読みし

て，読み手に考えさせる文章

の書き方の工夫について考え

る。 

 

 

 

８ ハインが写真に組み合わ

せた文章の工夫や，ワークシ

ート③で比べ読みして分か

ったことを参考にして，「読

み手に考えさせる文章を書

くためのポイント」を３つに

まとめる。 

て生徒が考えたことを整

理させる。 

 

○ハインの表現の工夫を基

にして，「マニュエル」の

写真に組み合わせる文章

を書かせる。 

 

○自分の意見を直接的に書

いた文章のフォトストー

リーと，相手に考えさせる

ような文章とを組み合わ

せたフォトストーリーを

比較させることで，文章の

書き方の効果について実

感させる。 

 

○生徒一人一人が考えたポ

イントを出し合わせ，共通

するもの同士をまとめさ

せて最終的に次の３つに

整理する。  

 ①写真だけでは伝わらな

い，必要な情報を書く。 

 ②自分の意見を直接書か

ないで読み手に考えさ

せるような問い掛けを

する。 

 ③印象に残る表現技法(比

喩や反復等)を使う。 

 

３ ９ ワークシート④や自分が準

備した資料から写真を３枚選

び，読み手に考えさせたいこ

とを決める。 

 

10 写真に組み合わせる文章

を，読み手に考えさせるよう

な工夫をして書いてフォトス

トーリーを作る。 

 

○ワークシート④や各自が

準備した資料を基に，構想

を練らせる。 

 

 

○「読み手に考えさせる文章

を書くためのポイント」を

想起させる。 

 

［言語についての知

識・理解・技能］① 

ワークシート② 

［国語への関心・意

欲・態度］① 

ワークシート⑤，観察 



三 ４ 11 フォトストーリーを読み合

い，内容に対する自分の考え

と，フォトストーリーを書いた

人の表現の工夫について気付

いたことを書く。 

 

12 写真と文章の組み合わせ方

や表現の工夫についてグルー

プで話し合う。 

 

 

 

13 単元の学習を振り返る。 

○「テーマ」や「伝えたいこ

と」を考えながら読ませる

ことで，書き手の思いが伝

わる文章になっているか

を考えさせる。 

 

○写真に組み合わせた文章

の書き方の工夫について

も交流シートを読んだり，

意見を出し合わせたりし

て交流させて考えさせる。 

 

○学んだことを振り返らせ，

身に付けた力と今後の学

習や生活に生かす場面を

予想させる。 

 

 

［書く能力］① 

ワークシート⑤ 



６－１ １／４時の指導計画 

(1) 目  標 

文章と写真を組み合わせた表現方法とその効果について考えることができる。 

(2) 展  開   ※ 表中のゴシック体で書かれた学習活動は，本時における評価の場面を表す。 

 

学習活動 
教材 

資料 

○指導上の留意点 

◆ＩＣＴ活用の場面 

評価規準と評価方法 

◇形成的評価による個別指導 

導 

 

入 

１ これまで読んだフォトス

トーリーを想起し，フォト

ストーリーがどういうもの

か確かめる。 

 

 

 

数冊のフ

ォトスト

ーリー 

 

 

 

○公害や環境問題などの社

会問題について訴えるフ

ォトストーリーを数冊提

示して，写真と文章の組

み合わせで表現したもの

であることを確かめさせ

る。 

 

 

 

 

展 

 

 

開 

２ 教材文を読み，フォトス

トーリーがどのようにして

生まれたかを知り，写真と

文章を組み合わせた表現方

法の効果について考える。 

 

〔手順〕 

１） フォトストーリーと

いう表現方法を生み出

した人を確かめる。 

  

２） ハインの気持ちや考

えが分かる表現を手掛

かりにして，フォトス

トーリーを生み出した

目的を読み取り，グル

ープで交流して確かめ

る。 

 

 ３） フォトストーリーと

いう表現方法の効果に

ついて考えて書き，グ

ループで交流して確か

める。 

 

ワークシ

ート① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○フォトストーリーという

表現方法について，写真

と文章が情報を補い合っ

て読み手に具体的な事実

を直接的に伝えること

で，事実の抱える問題に

気付かせ，考えさせる効

果があることに気付かせ

る。 

 

 

○一定時間で自分の考えを

書かせた後に，グループ

で交流させる。 

 

 

 

 

 

○フォトストーリーという

表現方法を生み出したハ

インの目的からその効果

について推し量らせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇教材文から必要な情報を

読み取ることに時間が掛

かり，ワークシート①に

書き込んでいない生徒に

対しては，教材文の「フ

ォトストーリー」という

語句やハインの考えが分

かる語句にマーキングさ

せ，その前後の文章を読

ませて必要な情報を読み

取らせる。 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃの状況の生徒への手立て 

文章と写真を組み合わせた表現方法とその効果について考えよう。 

 

 

 

 

 

 

 

。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ ワークシート①にある４

枚の写真の中から１枚の写

真を選び，それに組み合わ

せる文章を書いて読み手に

考えさせたいことを考えさ

せることができたかどうか

を確かめるモデル学習を行

う。 

〔手順〕 

１） 文章を書く【条件】

を確かめる。 

２） 「目に見えない大切

なもの」というテーマ

と関連付けて，呼びか

けるべき問題が考えら

れる写真を選ぶ。 

 

３） 読み手に考えさせる

ような文章を書く。 

 

４） グループで交流し，

友達の選んだ写真と書

いた文章から考えさせ

られたことを付箋に書

いてワークシート①に

貼る。 

 

５） 自分の文章を書く力

について振り返り，学

習課題に結び付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付箋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○モデル学習を通して自分

の書く力を認識させ，学

習課題の設定へつなぐ。 

○できるかどうかやってみ

る学習活動なので，取り

組む時間を区切る。 

 

 

◆ワークシート①を電子黒

板に映し出し，どこに何

が書いてあり，どのよう

なことに気を付けて学習

に取り組めばよいかを視

覚的に理解させる。また，

【条件】に書かれている

言葉をマーキングしなが

ら，重要なことを確認す

る。 

《マーキングする言葉》 

 ・「目に見えない大切なも

の」 

 ・「読み手に考えさせたい

こと」 

 ・「読み手に考えさせるよ

うに表現を工夫して」 

 

 

 

○「読み手に考えさせたい

こと」を考えさせること

ができたかどうか，挙手

で確認を取り，できた生

 

 

［関①］フォトストーリ

ーという表現方法に関心

をもち，その方法を生か

して自分の考えを書こう

としている。 

【ワークシート①】 

【観察】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇写真を選ぶことが滞って

いる生徒に対しては，そ

れぞれの写真について思

いつくことを言わせ，そ

の中から問題として呼び

掛けられそうなことを指

摘する。 

 

 
「フォトストーリー」とい

う表現方法にどのような

効果があるのかを書く欄

に，読み手に具体的な事実

を直接的に伝えることで，

事実の抱える問題に気付

かせ，考えさせる効果があ

ることを書いており，モデ

ル学習で書いた作品につ

いてグループで意見を述

べ合っている状況を「おお

むね満足できる」状況（Ｂ）

と判断する。 

《板書例》 

「写真と文章を組み合

わせた表現方法は，読

み手に事実を直接的に

伝えることで，問題に

気付かせ，考えさせる

効果がある。」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 学習課題「フォトストー

リーを作って紹介し，読み

手に考えさせる文章を書く

力を付けよう」を設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習計画

表 

徒にはさらに力を高める

ことが学習課題となるこ

とを理解させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○学習計画表を配布し，単

元の学習に見通しをもた

せる。 

○「身に付けたい力」の欄

に「読み手に考えさせる

文章を書く力」と記入さ

せる。 

◆学習計画表を配布した上

で，電子黒板に映し出し，

実際に指し示しながら使

い方を説明する。 

 

ま

と

め 

５ 学習計画表の「振り返り」

の欄に色を塗り，「学んだこ

と・感想」を書く。また，

次時の「目標」を確かめ，

見通しをもつ。 

学習計画

表 

○目標に応じて学習内容が

どうであったか考えて振

り返るよう促す。 

○板書を参考にして学んだ

ことを書かせる。 

 

フォトストーリーの表現

効果について板書を読ま

せて確かめさせ，モデル

学習で写真に組み合わせ

る文章を書いていない生

徒には，友達の作品を参

考にして書かせる。交流

の際に付箋を書いていな

い生徒には，感想を尋ね

て言わせる。 



６－２ ２／４時の指導計画 

(1) 目  標 

    読み手に考えさせる文章を書くためのポイントを考えることができる。 

(2) 展  開  ※ 表中のゴシック体で書かれた学習活動は，本時における評価の場面を表す。 

 

学習活動 
教材 

資料 

○指導上の留意点 

◆ＩＣＴ活用の場面 

評価規準と評価方法 

◇形成的評価による個別指導 

 

導 

 

入 

１ 前時の学習を振り返り，

本時の目標を確かめる。 

 

 

学習計画

表 

○前時に学んだことを２～

３名に発表させる。 

 

 

展 

 

 

開 

２ ハインのフォトストーリ

ーについて分析し，文章の

書き方とその効果について

考え，交流する。 

 

 

 

〔手順〕 

１） 教科書を見て，ワー

クシート②にハインの

文章を書き写す。(２

分) 

 

２） ハインの文章の書き

方やその効果について

気付いたことを書き出

す。(５分) 

 

 

３） グループで出し合

い，「文章の内容や書き

方」を短冊に書く。(５

分) 

 

４） グループで書いた短

冊を黒板に張り，整理

して，ハインの文章の

書き方を学級でまとめ

る。(５分) 

 

ワークシ

ート② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

短冊 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○教科書Ｐ78Ｌ38 からの段

落を読ませて，「また，写

真に付ける説明文も～い

ろいろと試しながら書き

ました。」にマーキングさ

せ，どのような工夫をし

たのか関心をもたせる。 

 

○タイマーを使い，時間を

守って学習に取り組ませ

る。 

 

 

○ハインのフォトストーリ

ーを作る目的を想起さ

せ，目的に応じた効果を

ねらっていることを予想

させる。 

 

○短冊にできるだけ簡潔に

書かせるために，効果ま

では書かせないようにす

る。 

 

○張り出された短冊を，２

～３人の生徒を指名し

て，同じ内容のものを１

つにまとめるなどして整

理させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇「表現の効果」について

書き込んでいない生徒に

は，何がどのように書か

れているか，１文ごとに

書かせ，どのような感じ

がするか考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読み手に考えさせる文章を書くためのポイントを考えよう。 

Ｃの状況の生徒への手立て 



３ ハインになったつもり

で，「マニュエル，５歳 ミ

シシッピ州の缶詰工場に

て」の写真に組み合わせる

文章を書き，表現の工夫に

ついて確かめる。 

 

 

 

 

 

 

 

４ 同じ写真を使いながら，

文章の異なるフォトスト

ーリーを比べ読みして，読

み手に考えさせる文章の

書き方の工夫について考

える。 

〔手順〕 

１） Ａ，Ｂのフォトスト

ーリーを，マーキング

をしたり，書き込みを

したりしながら読む。 

 

２） Ａ，Ｂを比べてどち

らが当てはまるか，い

くつかの項目について

判断する。 

 

５ ハインが写真に組み合わ

せた文章の工夫や，ワーク

シート③で比べ読みして分

かったことを参考にして

「読み手に考えさせる文章

を書くためのポイント」を

３つにまとめる。（個人→グ

ループ→学級全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシ

ート③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシ

ート② 

◆参照する教科書本文を電

子黒板に映し出し，２～

３名の生徒を指名して写

真から分かる情報と分か

らない情報に色分けをし

てマーキングさせる。 

○黒板に張られたハインの

文章の書き方を参考にす

るよう注意を促す。 

◆教材提示装置で２～３作

品紹介して文章の書き方

の工夫を確かめさせる。 

 

○Ａは読み手に考えさせる

ように工夫をして書いた

文章を，Ｂは書き手の意

見を直接的に書き，問題

となる行為を激しく批判

する文章を用意する。 

 

◆ワークシート③を電子黒

板に映し出し，反感を感

じる表現や心に残る表現

の１～２カ所にマーキン

グをしてみせる。 

○ワークシート③にある判

断項目についてＡ，Ｂど

ちらが当てはまると判断

したか挙手で確認する。 

 

○生徒が考えたポイントを

次の３つに整理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文章を書いていない生徒

については，教科書本文

に，写真の説明に当たる

部分を枠囲みさせ，電子

黒板を見てマーキングさ

せる。マーキングした「写

真にない情報」を文章に

書くように指示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《板書例》 

「読み手に考えさせる文

章を書くためのポイント」 

①写真だけでは伝わらな

い必要な情報を書く。 

②自分の意見を直接書か

ないで，読み手に考えさ

せるような問い掛けを

する。 

③印象に残る表現技法(比

喩や反復等)を使う。 

［言①］フォトストーリー

という表現方法の特徴を

理解して書いている。（イ

(ｵ）） 

【ワ―クシート②】 

ハインが書いた文章の工

夫を生かして，写真に組み

合わせる文章を書いてい

る状況を「おおむね満足で

きる」状況（Ｂ）と判断す

る。 



 

ま

と

め 

６ 学習計画表の「振り返り」

の欄に色を塗り，「学んだこ

と・感想」を書く。また，

次時の「目標」を確かめ，

見通しをもつ。 

学習計画

表 

ワークシ

ート④⑤ 

○目標に応じて学習内容が

どうであったか考えて振

り返るよう促す。 

○ワークシート④⑤を提示

して，自分の作るフォト

ストーリーについてイメ

ージをもたせる。 

○新聞や雑誌の切り抜きな

どの写真も使ってよいこ

とを伝える。 

◇「学んだこと・感想」の

欄に，「読み手に考えさせ

る文章の書き方のポイン

ト」から，よく分かった

と思うものを１つ選んで

書かせる。 



６－３ ３／４時の指導計画 

(1) 目  標 

    題名を決めて材料を集めながらフォトストーリーを作ることができる。 

(2) 展  開  ※ 表中のゴシック体で書かれた学習活動は，本時における評価の場面を表す。 

 

学習活動 
教材 

資料 

○指導上の留意点 

◆ＩＣＴ活用の場面 

評価規準と評価方法 

◇形成的評価による個別指導 

導 

 

入 

１ 前時の学習を振り返り，

本時の目標を確かめる。 

 

 

学習計画

表 

○前の時間に学んだことを

２～３名に発表させる。 

 

 

展 

 

 

開 

２ ワークシート④の写真や

自分が用意してきた資料か

ら写真を３枚選び，読み手

に考えさせたいこと決め

る。 

〔手順〕 

１） ワークシート④の構

想メモを書く。 

・題名 

・読み手に考えさせた 

いこと 

 

 

 

 

・使う写真(３枚) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・文章の工夫 

 

 

 

ワークシ

ート④ 

自分が用

意した資

料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシ

ート② 

 

 

○３組の写真と文章の組み

合わせで１つのフォトス

トーリーを作ることを確

認する。 

 

 

○「学校をより良いものに

していくために，全校生

徒の心を動かそう」とい

うテーマで生活を振り返

らせ，題名や読み手に考

えさせたいことを決めさ

せる。 

 

 

◆３枚の写真を試行錯誤し

て選ぶ過程を，電子黒板

を使って実演してみせ

る。このことにより，写

真を選ぶときには，フォ

トストーリーの全体構成

を考える必要があること

を確かめさせる。(構成や

展開については既習事項

を想起させる。) 

 

○文章の工夫については既

習事項を想起するように

促す。 

 

 

 

 

 

 

 

◇「読み手に考えさせたい

こと」を書いていない生

徒には，生徒の学校生活

から推し量って，問題意

識をもちそうなことを例

示し，思いつくことを言

わせる。それらの中から

書けそうなことを選ばせ

て書かせる。 

◇写真を選ぶことに時間が

掛かっている生徒には，

「読み手に考えてほしい

こと」に応じて写真を１

～２枚ほど一緒に選ぶ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

題名を決めて材料を集めながらフォトストーリーを作ろう。 

Ｃの状況の生徒への手立て 



３ ワークシート④をグルー

プで見せ合い，参考にした

り質問をし合って内容を確

かなものにしたりする。 

 

４ 写真に組み合わせる文章

を読み手に考えさせるよう

に工夫して書いてフォトス

トーリーを作る。 

〔手順〕 

 １) 選んだ３枚の写真を

ワークシート⑤に貼る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２） 「読み手に考えさせ

る文章を書くためのポ

イント」を押さえて写

真に組み合わせる文章

を書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３) 推敲する。 

ワークシ

ート⑤ 

 

 

 

 

 

 

 

 

はさみ 

のり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシ

ート③ 

 

 

 

 

学習の手

引き「読む

こと」④

「表現の

工夫に強

くなる！」 

 

 

 

学習の手

引き「書く

こと」③

「推敲に

強くなる 

！」 

○目的と読み手を意識して

表現する内容を考えてい

るか確かめさせる。 

 

 

◆ワークシート②に書いて

まとめた「読み手に考え

させる文章を書くための

ポイント」を電子黒板に

映し出し，評価の目安を

共有する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ワークシート③の作品Ａ

が「十分満足できる」状

況（Ａ）の作品，作品Ｂ

が「おおむね満足できる」

状況（Ｂ）の作品である

ことを確認させる。 

○「読み手に考えさせる文

章を書くためのポイン

ト」にある「③印象に残

る表現技法(比喩や反復

等)を使う」に応じるため

に，学習の手引き「読む

こと」④「表現の工夫に

強くなる！」を活用させ

る。 

○推敲のポイントをまとめ

た学習の手引き「書くこ

と」③「推敲に強くな

る！」を活用させる。 

○評価の目安となる，「読み

手に考えさせる文章を書

 

 

《電子黒板》 

「読み手に考えさせる文

章を書くためのポイント」 

①写真だけで伝わらない

必要な情報を書く。 

②自分の意見を直接書か

ないで，読み手に考えさ

せるような問い掛けを

する。 

③印象に残る表現技法(比

喩や反復等)を使う。 

３枚の写真を貼り，「読み

手に考えさせる文章を書

くためのポイント」を参照

しながら文章を書いてい

る状況を「おおむね満足で

きる」状況（Ｂ）と判断す

る。 

１枚１枚の写真について

「読み手に考えさせる文

章を書くためのポイン

ト」を１項目ずつ押さえ

て文章を書かせる。「①写

真だけで伝わらない必要

な情報」については写真

では分からないことにつ

いて質問をして書かせ

る。「③印象に残る表現技

法(比喩や反復等)につい

ては学習の手引き「読む

こと」④を活用し，いく

つかの例を示して書かせ

る。 

［関①］フォトストーリー

という表現方法に関心を

もち，その方法を生かして

自分の考えを書こうとし

ている。 

【ワークシート⑤】【観察】 



 

くためのポイント」が押

さえられているかどうか

を確かめさせる。 

 

ま

と

め 

５ 学習計画表の「振り返り」

の欄に色を塗り，「学んだこ

と・感想」を書く。また，

次時の「目標」を確かめ，

見通しをもつ。 

学習計画

表 

○目標に応じて学習内容が

どうであったか考えて振

り返るよう促す。 

○文章を書くときに気を付

けたことや，苦労したこ

となどを書かせる。 

 

 



６－４ ４／４時の指導計画 

(1) 目  標 

    フォトストーリーを読み合って，内容や書き方について意見を出し合うことができる。 

(2) 展  開  ※ 本時における評価は，授業終了後に回収したワークシート⑤によって行う。 

 

学習活動 
教材 

資料 

○指導上の留意点 

◆ＩＣＴ活用の場面 

評価規準と評価方法 

◇形成的評価による個別指導 

導 

 

入 

１ 前時の学習を振り返り，

本時の目標を確かめる。 

 

 

学習計画

表 

○前の時間に学んだことを

２～３名に発表させる。 

 

 

展 

 

 

開 

２ 交流シートの使い方を知

り，フォトストーリーの読

み方と交流の仕方を確かめ

る。 

 

 

 

 

 

３ フォトストーリーを読み

合い，内容に対する自分の

考えと，フォトストーリー

を書いた人の表現の工夫に

ついて気付いたことを書

く。 

 

〔手順〕 

１） 友達の作品を読み，

内容について考えたこ

とを交流シートに書

く。 

 

 

２） 友達の作品の題名を

予想して書く。 

 

 

 

 

 

交流シー

ト 

ワークシ

ート⑤記

入例１ 

 

 

 

 

ワークシ

ート⑤ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆交流シートを電子黒板に

映し出し，記入例１を例

に取り上げて使い方につ

いて説明する。 

○友達のフォトストーリー

を読み合った後，交流シ

ートも読み合うことを確

認する。 

 

◆友達の作品を読んで評価

するポイントを電子黒板

に映し出しておく。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○交流シートを読み合う際

に書き手の付けた題名と

自分が予想した題名が合

っているかどうか確かめ

合うことを知らせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇「友達のフォトストーリ

ーを読んで，あなたが考

えたこと」を書いていな

い生徒には，写真に写っ

ている情報や文章に書か

れている情報を書かせ，

そのことについてどう思

ったか書くように促す。 

 

 

 

 

 

フォトストーリーを読み合い，内容や書き方について意見を出し合おう。 

《電子黒板》 

「友達の作品を読んで評

価するポイント」 

①写真だけでは伝わらな

い必要な情報を書いて

いる。 

②自分の意見を直接書か

ないで，読み手に考えさ

せるような問い掛けを

している。 

③印象に残る表現技法(比

喩や反復等)を使ってい

る。 

Ｃの状況の生徒への手立て 



３） 「友達の作品を読ん

で評価するポイント」

に従って評価する。 

◎…よくできている 

○…できている 

△…もう少しである 

 

４） 「文章の書き方につ

いて気付いたこと」を

書く。 

 

 

 

 

 

 

４ 写真と文章の組み合わせ

方や表現の工夫についてグ

ループで話し合う。 

〔手順〕 

１） グループで，それぞ

れのフォトストーリー

の作者がワークシート

④に書いた自分の作品

の題名を読み上げ，そ

れを聞いた読み手が，

予想した題名と合って

いるかどうかを答え，

違った場合はどのよう

に違うかを伝え合う。 

 

２） 自分の作ったフォト

ストーリーを読んで友

達が考えたことを読

み，自分が考えさせた

かったことを考えさせ

ることができたかを確

かめる。 

 

３） 自分の作品に対する

友達の評価や「文章の

書き方について気付い

 

 

学習の手

引き「読む

こと」④

「表現の

工夫に強

くなる！」 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシ

ート④ 

交流シー

ト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシ

ート⑤ 

 

 

 

 

 

 

 

○「友達の作品を読んで評

価するポイント」や学習

の手引き「読むこと」④

「表現の工夫に強くな

る！」を参照させながら，

文章の書き方の工夫に気

付かせ，その効果を考え

させる。 

 

○活動はグループ単位で行

うが，合図を教師が一斉

に出す。 

〔指示〕 

 ・ワークシート④を用意。 

 ・交流シートを用意。 

 ・１番の人，題名発表。 

 ・交流。 

  （グループのメンバー

が全員発表し終わるま

で繰り返す。） 

○交流シートの自分の作品

についての欄に書かれて

いるところを読ませる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○自分の文章の書き方につ

いて考えさせられたこと

を一言ずつ述べさせ，そ

◇記号による評価が滞って

いる生徒には，それぞれ

の項目について友達の作

品がどうなのか口頭で聞

き取り，該当する評価の

記号を書かせる。 

 

◇「文章の書き方について

気付いたこと」を書いて

いない生徒には，学習の

手引きの参照箇所を示し

て友達の作品と対照さ

せ，表現の工夫に気付か

せる。効果については学

習の手引きに書いてある

ことを読ませて書かせ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒が何を書こうとして

いるのかを対話によって

聞き取り，具体的な書き

出しや表現の工夫につい

てアドバイスをする。書

こうとする内容について

答えることに時間が掛か

る生徒に対しては，生徒 

 

 

 

 

「読み手に考えさせる文

章を書くためのポイント」

の①③を満たしている状

況を「おおむね満足でき

る」状況（Ｂ）と判断する。 

《板書例》 

「交流シートを読んで確

認」 

自分が読み手に考えさせた

かったことを，読み手に考

えさせることができたか。 

［書①］自分の伝えたいこ

とを相手に効果的に伝え

るために，写真に組み合わ

せる文章を，読み手に考え

させるように工夫して書

いている。 

【ワ―クシート⑤】 



 

たこと」を読んで，自

分の書き方を振り返

り，交流する。 

 

スペース 

の友達の発言に対して質

問や意見，感想を述べさ

せる。 

の実生活から問題意識を

もちそうなことを推し量

ってこちらから提示し，

友達の作品を参考にさせ

るなどして書かせる。 
 

ま

と

め 

５ 学習計画表の「振り返り」

の欄に色を塗り，「学んだこ

と・感想」を書く。 

 

 

 

 

 

６ 学習の成果について友達

の考えを聞き，共有する。 

 

 

 

 

７ 単元の学習を振り返り，

身に付いたと思う力を学習

計画表に書く。 

学習計画

表 

○目標に応じて学習内容が

どうであったか考えて振

り返るよう促す。 

○学習の成果で本人が気付

いていない点については

教師が指摘して評価す

る。 

 

○２～３名の生徒に発表さ

せることで単元の目標に

ついての学習の成果を共

有させ，教師の評価を伝

える。 

 

○言語活動への個人，グル

ープ，学級での取り組み

について具体的に振り返

らせるとともに， 身に付

けた力をできるだけ具体

的に書くように促す。 

 


